
　　　キッズラディ　園方針一覧

運営方針

1.当園は、利用する子どもの最善の利益を考慮し、保育所保育指針とキッズラディの保育　　
　理念・保育指針に則り、子どもの成長を積極的に増進することに最もふさわしい生活の
　場であるよう努めます。
2.当園は、子どもの最善の利益の為に、保育に関する専門性を有する職員が、子どもの状
　況や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に提供すると共に、 ご家庭との連携を
　大切にします。 
3.当園は、利用する子どもを保育するとともに、利用する子どもの保護者に対する支援及
　び地域の子育て家庭に対する支援等を行います。

園の目標　

１　養護と教育を一体的に行い、環境を通して子どもの保育を総合的に実施する役割を
　　担うと共に、保護者に対する支援を行う。
２　乳幼児期は子どもの生涯に亘る身体、人間形成を為す中で極めて重要な時期である為
　　子どもを一個の主体ある人権として尊重し、命を護り、情緒の安定を図りながら各発
　　達段階の把握に努め、乳幼児期にふさわしい経験が積み重ねられていくように援助する。
３　人的・物的そして自然環境を整え、それら良質な保育環境の中での発達を見守り育て
　　る。
４　十二分に栄養面に配慮し、適切な嗜好性を有する工夫をし、食に興味関心を持つこと
　　が出来るように食育も重視する。
５　核家族化が進み、地域の「子育て力」が欠如する傾向にある日本では、保護者の皆様
　　に対する支援が非常に重要となる為、日々の保育の内容や様子を保護者の方々と共有
　　し、地域の子育て支援、NPO等々との連携を図りつつ、地域の中で保育園と保護者
　　が一体となり、子ども達の「命」と「輝くradiance未来」を育む。

保育理念

　キッズラディは、子どもたち一人一人の輝く未来を手作りする為に、保育所保育指針に基づき、
かつ児童福祉法にそった乳幼児の保育（教育）を「智慧」「徳育」「体育」「食育」を重視し行う
ことを目的とし、 また、子どもの人権や主体性を尊重し一人一人と接すると共に、子どもたちが保
育園で生活を送る上で、ご家庭との連携はもっとも大切なことと考え、日頃から子どもの様子を伝
え合い、話し合いながら、保護者の方とともに成長を見守っていきます。



保育方針

「知育(智慧)」「徳育」「体育」「食育」をモットーに子どもたちの輝く(radience)未来を想いを
込めて手作りする。

　　知育　自分で考える力を育てる。強く生きる智慧を養う。
　　徳育　人や自然を愛でる心を育て、他を想い、協力し合う心を養う。
　　体育　身体を動かすことを楽しみ、様々な物事が出来るようになる喜びを感じる。
　　食育　自然の恵みに感謝をし、食を通して子どもの心身を養う。

保育目標

①豊かな感性と表現力を持ち、元気でたくましい子ども
②人の話を良く聞き、自分で考えることが出来る子ども
③他人の気持ちに気付き、思いやりを持って接することが出来る子ども
④自分で出来ることを喜び、明るくのびのびとした子ども
⑤自然の恵みに感謝し、自然を敬うと共に、食を楽しむことが出来る子ども

キッズラディの目指す子どもの１０の姿

愛すること　　感謝すること　　信頼すること　　分かち合うこと　　喜ぶこと 
大切にすること　　　待つこと　　　我慢すること　　譲ること　　　あきらめないこと


